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9
月
1
6
日
（
日
）
、
町
内
の
中
学
校
で

は
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
前
々
日
か
ら
降
り
続
い

た
雨
も
や
み
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
、

絶
好
の
体
育
大
会
日
和
。

　
坪
谷
中
学
校
の
開
会
式
で
は
、
中
学

校
生
活
最
後
の
体
育
大
会
に
な
る
三

年
生
の
佐
藤
桂
大
く
ん
、
稲
田
麻
美
さ

ん
が
「
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
す
」

と
堂
々
と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
種
目
で
は
選
手
、
保
護
者

「
丸
と
な
っ
て
競
技
に
参
加
、
運
動
の

秋
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

「町報とうこう」は再生紙を使用しています。
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町
で
は
、
急
速
に
進
展
す
る
情
報
化
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、

昨
年
度
か
ら
総
務
省
の
補
助
事
業
で
あ
る
「
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
導
入
促
進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
程

事
業
が
完
了
し
、
9
月
6
日
（
木
）
に
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
各
家
庭
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
役
場
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
を
入
手
し
た
り
、
中
央
公
民

館
な
ど
の
施
設
予
約
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で
役
場
へ
の
問
い

合
わ
せ
等
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
　
　
情
報
を
提
供

　
今
回
の
事
業
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
町
か
ら

の
お
知
ら
せ
の
他
、
町
報
と
う
こ
う
、

行
政
へ
の
相
談
窓
口
、
施
設
予
約
の

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
●
お
知
ら
せ

　
町
内
の
観
光
地
の
紹
介
、
く
ら

し
の
情
報
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の

情
報
、
農
業
や
商
工
業
の
情
報
、

町
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
教
育

文
化
の
情
報
、
若
山
牧
水
関
係
、

町
内
の
小
中
学
校
の
紹
介
な
ど
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
凶
報
と
う
こ
う

　
町
報
と
う
こ
う
の
主
な
内
容
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
行
政
へ
の
相
談
窓
口

　
行
政
へ
の
相
談
窓
口
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
書

き
込
み
を
行
う
と
、
役
場
か
ら
の

返
事
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
施
設
予
約

　
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
く
と
、

さ
く
ら
館
や
中
央
公
民
館
・
体
育

館
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
予
約
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
ま
す
。

　
登
録
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委

員
会
、
電
話
（
6
9
）
3
9
0
9
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
端
末
を
設
置

　
今
回
の
事
業
に
よ
り
、
役
場
住

民
課
窓
口
と
東
郷
町
立
病
院
ロ
ビ

ー
に
情
報
提
供
端
末
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
情
報
提
供
端
末
は
、
指
で
画
面

を
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
同
じ
情
報
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
但
し
、
施
設
予
約
や

行
政
相
談
等
の
書
き
こ
み
は
で
き

ま
せ
ん
。
）

　
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
は
難
し
い
と
い

う
方
で
も
簡
単
に
操
作
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
役
場
や
病
院

に
来
ら
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
操
作
方
法
が
わ
か
ら
な
い
時
に

は
お
気
軽
に
職
員
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■ホームページに関する

ご意見・ご要望を

　町のホームページに関するご意見、ご要望、その

他何でも結構ですので、お気軽にホームページへの

書きこみ、電子メール等でお寄せください。
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◎東郷町ホームページ
　URL：http：／／www．town．togo．miyazaki．jp

　総務課情報管財係
　E－mail：somu＠town．togo．miyazaki．jp
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【
リ
ン
ク
を
お
願
い
し
ま
す
】

　
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
さ

れ
て
い
る
方
は
、
個
人
・
法
人
を
問

わ
ず
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン

ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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山
本
助
役
、
再
任
さ
れ
る

　　響鐸
　　　λ

助役山本一正

　
九
月
七
日
の
東
郷
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
山
本
一
正
助
役
の
再

任
が
同
意
さ
れ
、
十
月
一
日
付
で

就
任
し
ま
し
た
。

　
今
期
が
二
期
目
と
な
る
山
本
助

役
は
坪
谷
出
身
で
6
5
歳
。

主
な
略
歴

　
昭
和
三
十
一
年
八
月
一
日
、
東

郷
村
役
場
入
庁
、
総
務
課
長
な
ど

を
経
て
、
平
成
九
年
十
月
一
日
よ

り
助
役
就
任
。

教
育
委
員
を
任
命

　
十
月
一
日
付
で
教
育
委
員
と
し

て
、
塩
月
秀
幸
さ
ん
（
福
瀬
）
が
再

任
）
さ
れ
、
柳
生
重
統
さ
ん
（
越
表
）

の
後
任
と
し
て
、
海
野
康
男
さ
ん
（
越

表
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
し
ひ
の
牧
水
を
馴

第
繋
祭

　
九
月
九
日
（
日
）
、
あ
い
に
く
の

小
雨
が
降
る
中
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
参
加
し
牧
水
祭
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
生
家
裏
山
の
歌

碑
前
で
は
歌
碑
祭
が
行
わ
れ
、
尾

浅
短
歌
会
会
長
の
東
村
吉
市
さ
ん

が
牧
水
の
詠
ん
だ
短
歌
を
朗
詠
す

る
な
か
、
巫
女
姿
の
坪
谷
中
二
年

海
野
真
弥
さ
ん
、
矢
野
晴
香
さ
ん

に
よ
っ
て
国
酒
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
牧
水
顕
彰
会
会
長
を

は
じ
め
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
々

が
献
酒
を
行
い
、
あ
り
し
ひ
の
牧

水
を
偲
ん
で
い
ま
し
た
。

◎

　
こ
の
あ
と
、
会
場
を
牧
水
公
園

内
ふ
る
さ
と
の
家
に
移
し
牧
水
を

偲
ぶ
会
が
開
催
さ
れ
、
牧
水
短
歌

コ
ン
ク
ー
ル
に
寄
せ
ら
れ
た
短
歌

の
入
賞
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
の

選
者
　
伊
藤
一
彦
先
生
（
若
山
牧

水
賞
選
考
委
員
、
N
H
K
歌
壇
講
師
、

そ
の
他
多
く
の
場
で
活
躍
）
が
入
賞

し
た
句
の
選
評
や
短
歌
の
お
も
し

ろ
さ
を
熱
く
語
ら
れ
、
表
彰
式
に

出
席
し
た
受

賞
者
や
参
加

さ
れ
た
短
歌

愛
好
者
ら
は

熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま

し
た
。

坪谷小児童　牧水サミットへ
　この会を牧水短歌の合唱で締め＜＜つた坪

谷小児童（4・5・6年生）は、10月28日（日）に

岡山県哲西町で行われる全国牧水サミットに

【
入
賞
作
品
の
紹
介
】

　
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
各
部
で
天
位
（
最
優
秀

賞
）
、
地
位
（
優
秀
賞
）
に
輝
か
れ
た
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
《
高
校
生
の
部
》

●
天
位

　
先
輩
に
う
ま
い
で
す
ね
と
言
い
な
が
ら

　
心
の
中
は
下
克
上

　
　
　
日
向
高
等
学
校
　
岩
佐
徳
大

○
地
位

　
十
八
歳
子
供
の
こ
ろ
に
あ
こ
が
れ
た

　
そ
れ
と
は
違
う
全
て
が
違
う

　
　
　
延
岡
高
等
学
校
　
黒
田
浩
未

　
毎
日
が
同
じ
こ
と
だ
と
飽
き
る
け
ど

　
同
じ
だ
か
ら
幸
せ
な
ん
だ

　
日
向
工
業
高
等
学
校
　
蛭
子
真
世

　
《
一
般
の
部
》

●
天
位

　
青
春
の
日
の
わ
が
恋
心
封
じ
こ
め

　
二
十
世
紀
も
今
日
に
て
終
る

　
　
　
　
　
東
郷
町
　
小
山
貞
代

○
地
位

　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
B
の
字
の
曲
豆
満
さ

　
さ
し
ず
め
我
は
小
文
字
の
b
な
り

　
　
　
　
　
日
南
市
　
山
脇
恵
乙
子

　
ね
じ
花
は
反
抗
期
の
娘
拗
ね
る
こ
と

　
私
を
み
て
つ
ん
と
咲
き
お
り

　
　
　
　
　
日
向
市
　
戸
高
美
緒

一廓wじw晒w晒騨じw麟距一蹴wじw一

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

義
歯
は
ず
し
眠
る
姿
の
惚
け
し
妻

残
る
命
を
置
く
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

装
ひ
を
鏡
の
前
に
た
し
か
め
て

人
前
式
と
い
ふ
祝
儀
に
出
で
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

水
嚢
れ
て
瀬
の
石
あ
ら
わ
な
暑
き
午
後

鶴
鵠
は
今
日
も
水
浴
び
に
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

七
夕
の
た
ん
ざ
く
流
す
耳
川
の

岸
辺
に
群
れ
て
メ
ダ
カ
の
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

椅
子
を
持
ち
団
扇
を
持
つ
に
も
手
を
つ
な
ぎ

夫
と
吾
と
の
リ
ハ
ビ
リ
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

西
郷
の
盆
地
に
花
火
こ
だ
ま
し
て

御
田
の
里
に
夏
訪
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

歯
科
医
院
出
で
て
帰
り
ゆ
く
暑
き
道

抜
歯
の
後
の
傷
み
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

病
院
の
水
槽
に
泳
ぐ
小
魚
の

命
を
思
ふ
患
者
と
な
り
し
吾
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

い
ぶ
か
り
し
茶
髪
も
い
っ
か
見
慣
れ
き
て

黒
髪
惜
し
む
心
う
す
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

う
ら
盆
に
祖
母
の
教
へ
し
馬
の
背
を

供
え
て
遠
き
言
い
伝
へ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

わ
が
た
め
と
思
い
始
め
し
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は

孫
の
成
長
思
い
て
は
げ
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

還
暦
を
過
ぎ
て
四
年
の
妻
の
待
つ

年
金
に
さ
ま
ざ
ま
の
夢
を
持
つ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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65歳以上の方も、10月から本来の介護保険料額の納付がはじまります

保険料の負担割合

　　士止▲一L7　　罷護髪　一鉾

■65歳以上の方の介護保険料は、全体の平均17％（約6分の1）となってい

　ます。

■40歳から64歳までの方は、すでに平成12年4月から介護保険料を納めて

　います。

■介護保険料の円滑な実施のための特別対策により、

　・平成12年9月までの半年間は、保険料を納めなくてもよいこと

　・平成12年10月から平成13年9月までの1年間は、本来の保険料の半額

　を納めることとされていました。

　　そして、平成13年10月からは本来の保険料を納めていただくことと

　なります。

　　▲
平成15年4月

本来の保険料の額を納めます

　　▲
平成14年4月

保険料が軽減された分は
　　国が負担します

　　　▲
平成13年10月

本来の保険料の
半額を納めます

　　▲
平成13年4月

下　棄
　覆

　購

　窪

⊥

保険料；
　　国，

保険料を
　納める
　必要は
ありません

　　▲
平成12年4月　　　平1

　　▲
平成12年10月

介護保隙料健闘するQ愚A
Q1　なぜ、保険料を納めなければならないのですか？

A1　介護の問題は、国民みんなで支え合い、家族を助けていこうというのが介護保険制度の趣旨です。このた

　　め、高齢者の方々にも、世代間の助け合いという観点から、現役世代にも支えてもらいながら、全体の費用

　　の一部を保険料として、一人ひとり負担していただき、いざというときに備えていただこうというものです。

Q2　収入が少なくても、保険料を納めなければならないのですか？

A宅／一人ひとりの保険料の額は、年金のほか、給料や事業による所得など、すべての収入をもとに決められて

　　います。収入の少ない方については、無理のない負担となるよう、市町村民税の課税状況に応じて、5段階

　　の保険料となっており、市町村民税が非課税である世帯の方については、低い保険料となっております。　（な

　　お、災害や失業に伴って収入が減った方には、減免が受けられる場合もありますので、ご相談ください。）

Q3保険料を納めなかったら、損になることはあるのですか？

A3　保険料は、市町村に住むすべての高齢者で負担するものですので、仮に保険料を納めない人がいれば、そ

　　の人の分は、結果として、同じ市町村に住む他の高齢者の方々がみんなで負担することになってしまいます。

　　こうしたことのないよう、特別な事情がないのに保険料を納めない人には、以下のような措置が講じられる

　　こととなっていますので、注意が必要です。

　　①保険料を1年以上滞納している場合、いったん、介護サービスの費用の1割ではなく全額を払っていただ

　　　き、申請により後から費用の9割が払い戻されます。

　　②1年6か月以上滞納している場合、9割の払い戻しも一時差し止められることとなります。

　　③2年以上滞納している場合、未納期間に応じて、保険給付の割合が9割から7割に引下げられます。

　　　　　◇◇介護保険はみんなで支える制度です◇◇
　みなさんが納める介護保険料は、介護保険を運営するための大切な財源と
なります。

　趣旨をご理解いただき、確実に納めていただきますようお願いいたします。

　●介護保険料や介護保険制度に関するお問い合わせば、
　　　住民課介護保険係（TEL69－3902）まで

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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農業×薯＝認定農業青
　
今
月
は
寺
迫
の
新
名
昭
仁
さ
ん
に

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と
ム
フ
後

　
の
経
営

　
現
在
は
、
ハ
ウ
ス

で
の
ト
マ
ト
の
生
産

を
中
心
に
経
営
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
両

親
が
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
で
の
ト
マ

ト
栽
培
は
昭
和
六
十

二
年
に
会
社
勤
め
を

辞
め
て
か
ら
始
め
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ

以
前
の
昭
和
五
十
年

頃
か
ら
両
親
が
圃
場

の
隣
接
地
で
ブ
ロ
イ

ラ
ー
を
鶏
舎
三
棟
で

経
営
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
規
模
は
、
ハ
ウ
ス
面

積
が
三
〇
ア
ー
ル
で
経
営
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ト
マ
ト
の
生
産
に

つ
い
て
栽
培
方
法
を
研
究
し
な

が
ら
安
定
し
た
収
量
の
確
保
と

年
内
に
お
け
る
収
量
の
増
加
を

目
標
と
し
て
経
営
を
し
、
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
昭
仁
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後

一
年
間
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
等
の

研
修
を
受
け
、
そ
の
後
食
鳥
関

　
　
　
　
　
　
係
会
社
に
四

　
　
　
　
　
　
年
間
勤
め
、

　
　
　
　
　
．
昭
和
六
十
二

　
　
　
　
　
　
年
に
勤
め
を

　
　
　
　
　
　
辞
め
て
．
新
名

　
　
　
　
拙
家
の
後
継
者
．

　
　
　
　
　
」
と
し
て
就
農

　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
。
父

　
　
　
　
　
　
親
の
袈
裟
弘

　
　
　
　
　
　
さ
ん
は
昭
和

　
　
　
　
　
　
五
十
年
に
み

　
　
　
　
　
　
か
ん
栽
培
を

　
　
　
　
　
　
中
止
し
、
鶏

舎
三
棟
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
を

始
め
ら
れ
、
現
在
年
間
九
万
六

千
羽
を
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
昭

仁
さ
ん
は
就
農
と
同
時
に
、
ハ

ウ
ス
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
ま

れ
現
在
奥
さ
ん
の
由
美
子
さ
ん

と
二
人
で
三
〇
ア
ー
ル
の
ト
マ

ト
を
栽
培
し
、
両
親
と
は
そ
れ

ぞ
れ
の
作
目
を
分
担
し
、
新
名

家
の
生
活
を
築
か
れ
て
い
る
。

ト
マ
ト
を
始
め
た
頃
は
一
〇
ア

ー
ル
当
た
り
六
ト
ン
程
度
の
収

穫
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
ニ

ト
ン
に
収
量
も
上
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
昭
仁
さ
ん
夫
妻
の
ト

マ
ト
栽
培
に
か
け
る
自
信
に
満

ち
た
信
念
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ

と
話
を
聞
い
て
い
て
伺
え
ま
し

た
。
農
業
で
大
切
な
こ
と
は
、

ま
ず
知
っ
た
か
ぶ
り
を
し
な
い

で
聞
く
耳
を
持
っ
て
、
人
の
話

を
何
で
も
素
直
に
聞
く
こ
と
、

そ
し
て
実
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、

や
れ
ば
実
績
は
必
ず
つ
い
て
く

る
と
熱
心
に
話
さ
れ
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。
苗
は
直
根
で

栽
培
さ
れ
、
青
枯
病
等
の
発
生

も
ほ
と
ん
ど
無
い
と
の
こ
と
、

栽
培
が
終
わ
っ
た
後
は
、
直
ち

に
ビ
ニ
ー
ル
を
は
ぎ
、
自
然
の

状
態
に
し
、
ト
マ
ト
の
残
津
は

鋤
き
込
み
、
ま
た
ソ
ル
ゴ
ー
と

コ
ブ
ト
リ
ソ
ウ
を
交
互
に
作
り

こ
れ
も
土
に
鋤
き
込
ん
で
土
作

り
を
し
て
い
る
。
昭
仁
さ
ん
の

ハ
ウ
ス
の
土
壌
は
赤
土
で
あ
る
。

こ
れ
は
元
々
の
地
表
か
ら
一
・

五
～
ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
表
土

を
取
り
除
き
赤
土
が
出
る
よ
う

に
造
成
し
、
赤
土
は
腐
食
が
少

な
い
の
で
緑
肥
作
物
を
作
り
土

作
り
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
、

こ
の
よ
う
な
努
力
が
ト
マ
ト
の

品
質
に
も
表
わ
れ
、
現
在
広
島

県
福
山
市
の
市
場
に
銘
柄
品
と

し
て
取
り
引
き
さ
れ
て
、
大
手

ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
ス
コ
を
通
し
て

消
費
者
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
高
品
質
な
も
の
は
延

岡
市
場
が
取
り
に
き
て
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
販
売
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
作
っ
た
物
の
販
売
先

を
い
か
に
し
て
確
保
す
る
か
に

苦
労
を
し
た
が
、
今
は
、
自
信

を
持
っ
て
作
っ
た
も
の
を
自
信

を
持
っ
て
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
さ
れ

る
笑
顔
は
最
高
で
し
た
。

　
夢
は
子
供
（
中
三
、
小
四
）

が
学
校
を
卒
業
し
て
一
緒
に
規

模
拡
大
を
図
り
、
自
分
で
選
果

機
を
導
入
し
て
銘
柄
品
を
作
り

た
い
と
話
さ
れ
、
昭
仁
さ
ん
夫

妻
の
ト
マ
ト
栽
培
に
か
け
る
情

熱
と
信
念
が
あ
れ
ば
現
実
の
も

の
に
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

雷
崔
だ
透

　
9
月
期
子
牛
・
育
成
牛
郡
共
進
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
1
1

頭
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
【
雌
子
牛
の
部
】

壱
等
賞

　
坪
谷
岡
村
賢
一
ひ
で
や
す
こ
号

参
等
賞

　
坪
谷
那
須
謙
一
み
ち
こ
号

参
等
賞

　
鶴
野
内
　
伊
東
尚
だ
い
に
ち
一
o
l
号

参
等
賞

　
坪
谷
海
野
三
二
ひ
み
こ
号

　
【
去
勢
の
部
】

優
等
賞
弐
席

　
福
　
瀬
　
高
尾
昭
一
　
友
治
号

　
【
育
成
牛
の
部
】

◎
第
1
・
2
類

優
等
賞

　
福
　
瀬
　
高
尾
昭
一
　
う
つ
み
号

壱
等
賞

　
福
瀬
高
尾
昭
一
ま
つ
こ
号

◎
第
3
類

優
等
賞

　
鶴
野
内
　
原
田
憲
二
　
ゆ
き
ひ
ら
号

優
等
賞

　
福
瀬
岩
田
正
美
ふ
く
ひ
ら
号

●
児
湯
郡
市
品
評
会

【
去
勢
子
牛
の
部
】

弐
等
賞

　
庭
　
田
　
赤
松
春
義
　
岡
国
号

【
育
成
牛
の
部
】

壱
等
賞

　
庭
田
黒
木
七
戸
ま
み
6
号

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　⑦班超ど弓ご’り

1歳に
　お‘⊃まし池

　
　
　
ま
さ
　
と

野
別
短
呼
く
ん

　
　
（
福
瀬
　
鵜
戸
木
）

　
父
　
明
年
さ
ん

　
母
　
京
子
さ
ん

　◎義チ　　』
◎．一

ピ多　　4

　
　
　
し
ょ
う
た

上
田
図
太
く
ん

　
（
鶴
野
内
　
大
工
野
）

　
父
　
政
↓
さ
ん

　
母
　
愛
さ
ん

、　　　ノ

　
　
　
た
つ
　
や

黒
木
竜
也
く
ん

　
　
（
小
野
田
　
又
下
一
　

　
父
　
文
也
さ
ん

　
母
　
美
知
子
さ
ん

「■　　電降

毒一

結核・大腸がん検診日程表

叢毛

期　日 会　　　場 受付時間
越　表　体　育　館 午前10：00～10：20

多武ノ木富山トキ子様宅前 午前！0：40～11：00

JA日向坪谷支所 午前11：10～11：30

仲　深　公　民　館 午前11：40～12：00

田　野　公　民　館 午後1：00～1：2010月30日

@（火） 稲葉五二会所 午後1：30～1：40

羽坂生活改善センター 午後2：00～2：20

道の駅「とうこう」 午後2：40～3：00

大工野集落センター 午後3：10～3：20

迫野内公民館 午後3：40～4：00

八重原消防機庫前 午後4：10～　4：20

や　す　ら　ぎ　館 午前9：30～10：00

大　谷　集　会　所 午前10：10～10：20

中野原営農研センター 午前10：30～10：50
10月31日

i木） 福　瀬　公　民　館 午前11：00～11：20

広瀬生活改善センター 午前11：30～11：40

庭　田　公　民　館 午後！：30～1：40

山之口集落センター 午後2：00～2：20

1忌寸をi5防す計指先価操

　
　
　
　
ド

蹴
／

　
　
　
　
／

指をあわせて
両側から押し合う。

　ハ

　乙
／　、

　ノ

ノ／／

脳の中を流れる血液量を

増やす指先体操で、ぼけ

を予防しましょう。

　　黛，

，ジ（沁

ラ≧＼
　　・　＼

プ戴く
　　　　　　＼へ

指を1本ずつそらす

親指の付け根をもむ

10月の行事予定表
健康相談（健康カレンダーを一部変更しています）

期　　日 会　　　　場 受付時間

10月2日（火） 福　瀬　下　村　公　民　館 9：00～9：30

〃 鳥　　川　　公　　民　　館 11：00～11：30

10月4日（木） 小野田多目的集会施設 9：00～9：30

〃 大　谷　集　会　所 11：00～ll：30

10月12日（金） 仲　深　公　民　館 9：00～9：30

〃 野　々　崎　集　会　所 10：30～11：00

〃 瀬　平　組　合　長　宅 14：00～14：30

10月15日（月） 丁丁ノ木組合長言 9：30～10：00

〃 赤井笠営農研修センター 13：30～14：00

10月19日（金） 坪　谷　公　民　館 ll：00～11：30

〃 市　谷　川　崎　集　会　所 9：30～10：00

10月26日（金） や　す　ら　ぎ　館 9：00～9：30

健康「食と運動」講座
10月10日（水）や　　す　　ら　　ぎ　　館　9：00～9：30

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係（⑲3900まで〉
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（
（

o

o

o

o

　
右
の
グ
ラ
フ
は
、
1
1
年
度
の
結
核
罹
患
率
（
人
ロ

ー0

恊
l
当
た
り
の
結
核
患
者
の
割
合
）
を
年
代
別

に
示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

　
や
は
り
6
0
歳
代
、
7
0
歳
代
の
高
齢
者
の
罹
患
率

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

150

120

90

60

30

0

機彪より
やすらぎ館
a69－3367

全国結核患者罹患率

一

一

一 一

一 一

10

ﾎ
未
満

10　　　　20　　　　30　　　40　　　　50　　　 60

代　　代　　代　　代　　代　　代

70

ﾎ
以
上

要注意

高齢者の罹患率が高いのはなぜでしょうか？
　これは、結核の蔓延期に結核菌に感染しながら発病しないで免疫ができた人の中に、

高齢になって免疫力が衰え発病するケースが増えているからです。

　既感染の高齢者がいつの間にか発病して、周囲の未感染の人にうつすことも心配され

ます。

す一山募馴
　　東郷町では、8月までに1，250名の方が結核検診を受けています。（内要精密者

　が52名）しかし約600人の方が、未受診となっています。

　　10月の集団検診や病院（町立病院・青柳内科循環器科・三股病院）での個別検

　診で受診することができますので、一年に一度は受診するようにしましよう。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　鵜8こ”り⑧

さ
く
あ
館

　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

　
　
　
T
E
L
6
9
1
3
1
7
1

10

獅
ﾌ
璽
な
繍
藝
…

ビ
デ
オ
上
映
会

13

冝
i
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
第
5
巻

　
第
1
9
話
「
恐
怖
の
弾
丸
シ
ュ
ー
ト
」

　
第
2
0
話
「
サ
ッ
カ
ー
は
俺
の
夢
だ
！
」

27

冝
i
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
『
ま
ん
が
日
本
昔
話
』
第
2
1
話

　
「
牛
方
と
山
ん
ば
」
「
よ
く
ば
り

和
尚
」
「
爺
婆
か
ぼ
ち
ゃ
」
「
水
の
種
」

小
中
学
校
作
品
展

13

冝
i
土
）
～
2
1
日
（
日
）

　
さ
く
ら
館
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
、

町
内
の
小
中
学
校
の
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。
絵
画
を
は
じ
め
、
工

作
や
習
字
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま

す
。■

パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談
室

13

冝
i
土
）
及
び
1
4
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

　
パ
ソ
コ
ン
の
講
師
を
招
い
て
、

パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
」
　
二

太
郎
」
　
「
エ
ク
セ
ル
」
な
ど
。

そ
の
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

設
定
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

さ
く
ら
館
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
ま
す
が
、
ご
自
分
の
パ
ソ
コ

ン
の
設
定
な
ど
の
相
談
の
場
合
は
、

パ
ソ
コ
ン
本
体
を
ご
持
参
下
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
料
開
放

　
さ
く
ら
館
ま
つ
り
の
期
間
、
談

話
室
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
一
台

無
料
開
放
し
ま
す
。
窓
口
で
受
付

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
古
本
交
換
会

6
日
（
土
）
～
1
4
日
（
日
）

　
古
本
の
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
、
読
み
終
え

た
本
な
ど
事
前
に
持
ち
寄
っ
て
い

た
だ
き
、
古
本
の
交
換
会
を
開
催

致
し
ま
す
。
但
し
、
辞
典
類
や
傷

み
の
は
げ
し
い
も
の
は
除
き
ま
す
。

■
ミ
■
一
埋
蔵
文
化
財
展

13

冝
i
土
）
～
1
4
日
（
日
）

　
東
郷
町
内
の
遺
跡
で
発
掘
さ
れ

た
石
器
や
土
器
の
展
示
を
お
こ
な

い
ま
す
。

さくら館まつり

　13日（土）～14日（日）

■文化振興事業「腹話術マジック
　ふくちゃん」公演

　13日（土）午後2時30分～

　テレビでお馴染みの「腹話術人形の
ふくちゃん」がさくら館にきます。マジ
ックを交えた楽しい一時をお楽しみ下
さい。

■
読
み
聞
か
せ
学
習
会

14

冝
i
日
）

　
東
郷
町
内
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
、
読
み
聞
か
せ
で
す
が
、
今

以
上
の
普
及
や
技
術
の
向
上
を
目

指
し
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
田
部
外
美
氏
（
と
と
ろ
3
人

組
の
会
）
を
講
師
に
迎
え
、
手
遊
び

の
実
演
を
交
え
た
実
践
に
結
び
つ

く
学
習
会
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。
ま
た
、
当
日
は
、
子
ど
も

さ
ん
対
象
の
「
読
み
聞
か
せ
会
」
も

開
催
す
る
予
定
で
す
。
お
子
さ
ま

連
れ
で
お
越
し
下
さ
い
。

一
般
図
書

F

・
王
妃
の
館
　
上
・
下

　
　
　
　
　
浅
田
次
郎
著

ロ
コ
コ
コ
コ
ロ
　
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
コ
コ
コ
ロ
コ
　
コ
コ
コ
　
コ
コ
コ
コ
ロ
コ
ロ
ロ
じ
ロ
コ
ロ
コ
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ

…
　
倒
産
寸
前
の
旅
行
会
社
が
考
え
…

…
た
と
ん
で
も
な
い
プ
ラ
ン
と
は
？
…

…
　
パ
リ
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ェ
広
場
の
超
高
…

…
級
ホ
テ
ル
「
王
妃
の
館
」
を
舞
台
に
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
笑
っ
て
泣
け
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
る
人
情
巨
編
。
　
　
　
　
　
　
　
…

軍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

’
巳
・
塵
，
巳
馨
響
巳
巳
・
麿
巳
■
・
．
．
■
幽
■
．
．
．
・
■
．
・
・
‘
璽
融
曇
．
畳
巳
・
巳
．
巳
巳
．
．
．
．
■
■
」

そ
の
他

・
ホ
タ
ル
　
　
　
　
竹
山
　
洋
著

・
地
獄
の
始
末
（
真
贋
控
帳
）

　
　
　
　
　
　
　
沢
田
ふ
じ
子
著

・
ラ
ブ
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
島
崎
ふ
み
著

・
星
の
お
じ
い
さ
ま
大
野
隆
司
著

・
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む
手
作
り
お

　
も
ち
や
　
　
　
　
多
田
千
尋
著

児
童
図
書

・
ロ
ー
ワ
ン
と
黄
金
の
谷
の
謎

　
　
　
　
　
エ
ミ
リ
i
・
ロ
ッ
ダ
著

ラ
コ
ロ
　
コ
コ
コ
コ
コ
　
コ
コ
コ
コ
ロ
コ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
　
　
コ
ロ
コ
　
　
コ
コ
コ
　
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ロ
ロ
ロ
の

　
伝
説
の
「
黄
金
の
谷
」
は
本
当
に
　

存
在
し
た
の
か
？
リ
ン
の
村
を
襲
…

う
敵
の
正
体
を
あ
ば
く
た
め
に
、
｝

ロ
ー
ワ
ン
は
ア
ン
リ
ン
の
魔
界
へ
と
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

足
を
踏
み
入
れ
る
・
：
。
ス
リ
ル
あ
…

ふ
れ
る
冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
「
ロ
…

ー
ワ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
。
　
　
…

’
■
・
o
喀
塵
薩
電
・
辱
・
巳
鱈
謄
．
■
瞳
巳
．
■
幽
■
．
■
暉
．
■
■
．
．
．
・
・
■
．
■
・
匪
曜
畳
墨
屡
書
・
巳
．
」

●

そ
の
他

・
ラ
ブ
レ
タ
ー
大
作
戦
（
ふ
し
ぎ
な

教
室
）

　
　
　
　
　
　
三
田
村
信
行
著

・
ド
ッ
ジ
の
風
（
子
ど
も
の
本
）

　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
京
子
著

・
世
界
の
鳥
の
巣
の
本

　
（
絵
本
図
鑑
シ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
　
　
鈴
木
ま
も
る
著

・
レ
オ
王
子
と
小
さ
な
ド
ラ
ゴ
ン

　
　
　
　
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ラ
ン
ダ
著

え
ほ
ん

・
田
ん
ぼ
の
い
の
ち

　
横
松
桃
子
絵
・
立
松
和
平
文

ヘ
ロ
ロ
コ
コ
コ
コ
ロ
コ
　
コ
　
コ
　
コ
コ
コ
コ
ロ
ロ
コ
ロ
ほ
の
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
ぼ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
田
ん
ぼ
に
は
命
が
み
な
ぎ
っ
て
…

い
ま
す
。
米
は
人
の
い
の
ち
も
養
う
…

し
、
米
そ
の
も
の
が
い
の
ち
な
の
で
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

す
。
淡
々
と
田
ん
ぼ
に
と
り
く
む
…

老
夫
婦
の
米
作
り
の
一
年
を
通
し
て
、
…

自
然
の
「
い
の
ち
」
を
え
が
く
絵
本
。
…

一
■
．
．
暉
・
．
・
．
・
．
，
薩
巳
塵
巳
馨
霞
巳
．
■
闘
■
鴫
・
．
．
．
．
・
■
・
■
．
，
■
巳
層
●
匪
8
・
■
・
■
．
曜
」

そ
の
他

・
ほ
ろ
づ
き

　
1
月
に
な
っ
た
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
i

　
　
　
　
　
　
　
沢
田
と
し
き
著

・
か
た
つ
む
り
の
マ
ル
ゴ
（
に
わ
の

　
小
さ
な
仲
間
た
ち
）

　
　
　
　
　
　
A
・
ク
リ
ン
グ
ス
著

・
み
つ
ば
ち
の
ミ
レ
イ
ユ

　
　
（
に
わ
の
小
さ
な
仲
間
た
ち
）

　
　
　
　
　
　
A
・
ク
リ
ン
グ
ス
著

・
あ
え
る
と
い
い
な

　
　
　
　
　
ユ
ッ
タ
・
ビ
ユ
ッ
カ
i
著

　
　
※
そ
の
他
沢
山
あ
り
ま
す
よ
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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「
こ
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
」
1
1
青
年
の
主
張

2錘難墾
響
ヂ

煮
頃か

〉
啄
～
｝
㌔
ト
「
＜
闇

　
青
年
の
主
張
東
臼
杵
地
区
大
会
が
、
8
月
8
日

延
岡
市
で
、
ま
た
、
青
少
年
の
主
張
宮
崎
県
大
会

が
8
月
2
7
日
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
青
少
年
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と

を
広
く
県
民
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
に

対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
東
臼
杵
大
会
に
は
、
田
野
の
田
原
仁
美
さ
ん
（
高

校
2
年
生
）
が
、
「
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
私
が

感
じ
た
こ
と
」
と
題
し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
大
会
で
は
、
作
文
応
募
の
中
か
ら
選
考

さ
れ
た
井
本
正
美
さ
ん
（
東
郷
中
学
校
3
年
生
）
が

「
こ
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

E
r
、
げ
〆
・

県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
受
賞

、宝

ム

書
置
醜

↓
〉
‘

　
8
月
3
0
日
（
木
）
に
、
宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
、
第
2
6
回
宮
崎
県
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
で
、
県
知
事
か
ら
、
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
と
し
て
前
会
長
で
寺
迫
の
植
野
茂
樹

さ
ん
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
迫
野
内
老
人

ク
ラ
ブ
（
春
木
熊
夫
会
長
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。　
こ
の
表
彰
は
、
地
域
に
お
い
て
健
康
増
進
活

動
、
社
会
参
加
活
動
、
教
養
活
動
等
に
積
極

的
に
取
り
組
み
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

oO∵つ。矢）eVつ。／悔。’ゾ／モ／つ。＼ゾ％～αノ霧へ）oゾヤへ・oへ搾ツへoo・．賊～Q♂℃cやつゴ“ρぴこ一一一二汽二♂一恥ゴで妃一▽q二・守

祝
竹
ノ
野
ト
ン
ネ
ル
貫
通

」z　蟹「
■馳酔・璽■■膠．

　
8
月
2
9
日
「
ふ
る
さ
と
林
道
越
表
・
下
渡
川
線
」

竹
ノ
野
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
延
長
8
9
0
m
、
幅
員
8
m
（
路

肩
1
m
、
監
査
路
1
・
5
m
を
含
む
）
、
完
成
後
は
、

越
表
地
区
か
ら
下
渡
川
地
区
と
集
落
間
交
流
の
促

進
、
災
害
時
の
避
難
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
当
該
地
域
の
森
林
育
成
の
有
効

利
用
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
、
両
集
落
の
地
域
活
性

化
に
大
き
く
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
工
場
関
係
者
、
地
元
住
民
な
ど
多
く

の
方
々
が
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
ふ
る
さ
と
林
道
越
表
・
下
渡
川
線
は
平
成

15

N
3
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
今
後
も
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

第
3
回
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト

鞭
副
簿
』

　
9
月
2
日
（
日
）
、
道
の
駅
「
と
う
こ
う
」
に
は

81

ﾂ
も
の
巨
大
な
か
ぼ
ち
ゃ
が
勢
ぞ
ろ
い
。

　
今
年
で
3
回
目
と
な
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
町
内
外
か
ら
5
4
名
の
方
が
出
品
、
そ
の
大

き
さ
、
重
量
を
競
い
ま
し
た
。

　
優
勝
は
坪
谷
の
富
山
力
丸
さ
ん
、
6
2
・
5
キ

ロ
の
重
量
で
他
を
圧
倒
。

　
こ
の
日
は
、
一
般
の
来
客
者
ら
1
2
8
名
も

重
さ
当
て
ク
イ
ズ
に
参
加
し
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
前

に
立
ち
頭
を
ひ
ね
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
来
年
も
開
催
予
定
、

た
く
さ
ん
の
出
品
お
待
ち
し
て
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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麹
№
W
慰
に
入
る
第
4
0
回
東
臼
杵
郡
民
体
肩
灘

　
今
年
で
4
0
回
目
を
迎
え
た
東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会
が
、

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、

レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
本
町
は
、
総
合
の
部
で
第
3
位
（
男
子
の
部
”
第
4
位
、

に
入
る
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。
選
手
役
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

お
り
で
す
。

南
郷
村
の
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開

東
臼
杵
郡
内
1
0
町
村
か
ら
選
手
役
員
総
勢
約
8
0
0
人
が
参
加
、
各
競
技
で
白
熱
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
の
部
一
脈
3
位
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
な
結
果
は
、
次
の
と

第1下

種　　目　　　　氏　　名　　　　記　録
女子DlOOm　　　i黒木真奈美（寺迫）　；記録15秒07

男子D砲丸投　　　…西田宗吉（福瀬）　　1記録10m42cm

男子G100m　　　ヨ寺田新一郎（鶴野内） 記録12秒85

男子B走幅跳　　　…海野道明（越表） 記録5m89cm

第2位
男子B砲丸投　　　濱地貴志（福瀬）　　記録llm16cm

男子B100m　　　．東村光教（小野田） 記録12秒32

男子。砲丸投　　1 都甲牧人（小野田） 記録10m38cm

男子F砲丸投 小川勝正（鶴野内）　記録11m40cm

女子共通走高跳 佐藤まゆみ（鶴野内）！記録lm30cm

女子共通走幅跳　1 甲斐かおり（東小教諭）3記録4m12cm

男子共通1500m　I海野達也（坪谷）　　記録4分48秒65

琢亀
レ

毫

蝿鋤＼，

」嚇

第3位
男子E砲丸投 牧野正明（寺迫）　　記録11m14cm

男子F2000m 山田重男（鶴野内）　1記録7分44秒

男子A走幅跳 寺原太（田野）　　　1記録5m36cm

中学生男子800mリレー
那須洋人（小野田）神部勇人（小野田）
a田一馬（七二）中村知己（羽坂）
ｼ野源（福瀬）　　　記録1分45秒69

毒

こ
し

｛
■
9
一

■

O

平
成
十
三
年

半
く
王
国
地
域
安
く
王
運
動

　
の
実
施
に
つ
い
て

実
施
期
間
　
1
0
月
1
1
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　
　
同
月
2
0
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
の
1
0
日
間

主
催
者

　
（
財
）
宮
崎
県
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
財
）
宮
崎
県
暴
力
追
放
県
民
会
議

　
　
　
宮
崎
県
警
察

統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
み
ん
な
で
っ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

　
～
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る

　
　
地
域
安
全
活
動
の
推
進
～

　
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
「
全
国
地
域
安

全
運
動
が
」
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
銀
行
や
郵
便
局
、
深
夜
ス
ー
パ

ー
な
ど
を
対
象
と
し
た
強
盗
事
件

等
凶
悪
な
事
件
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
先
の
池
田

小
学
校
の
児
童
等
多
数
殺
傷
事
件

を
き
っ
か
け
に
、
「
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
は
自
分
た
ち
の
手
で
」
と
い
う

気
運
が
高
ま
り
、
地
域
住
民
に
よ

る
自
主
的
な
活
動
と
し
て
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
や
通
学
路
の
安
全
点
検

を
実
施
す
る
動
き
が
県
内
各
地
で

広
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
み
ん
な
で
っ

く
ろ
う
あ
ん
し
ん
の
街
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
み
ん
な
で
「
地
域
安
全
活

動
」
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

〆／’／，

⑤

蝪ぐ

　
（　
　
、
6

、
6

　
　
（
’

田
　
も
歪

、

県
主
体
の
期
間
中
の
行
事

　
1
0
月
3
日
（
水
）
1
3
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
時
3
0
分

　
宮
崎
市
県
立
芸
術
劇
場
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
安
心
な
街

づ
く
り
県
民
の
つ
ど
い
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
紛
失

が
多
発
し
て
い
ま
す

　
本
年
四
月
か
ら
八
月
の
間
に
、

東
郷
町
内
で
「
運
転
免
許
証
」
を
紛

失
さ
れ
た
方
が
、
七
人
お
ら
れ
ま

す
。
再
度
自
分
の
運
転
免
許
証
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
紛
失
さ
れ
て
い
る
人
は
警

察
署
・
交
番
・
駐
在
所
に
「
紛
失
届
」

を
提
出
し
た
後
、
再
交
付
（
即
日
）

が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
東
郷
駐
在
所

　
　
　
又
は
、
坪
谷
駐
在
所
ま
で

物損事故 8（65）

人身事故 0（17）

死　　者 0（0）

交
通
事
故
発
生
状
奨
8
月
虫

重傷者 0（2）

軽傷者8（24）

（）内は年間累計

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

教

「
わ
か
り
あ
う
心

　
　
つ
な
ぎ
あ
う
心

　
　
　
自
立
す
る
心
」

第
4
1
回
宮
崎
県

　
精
神
保
健
福
祉
大
会

　
ぜ
ひ
皆
様
の
御
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
1
6
日
（
火
）

　
　
　
午
前
1
1
時
3
0
分
受
付
～

　
　
　
午
後
3
時
3
0
分
閉
会

場
所
　
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン

　
　
　
タ
i

内
容
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
当
事
者
に
よ
る
体
験
発
表

　
「
小
規
模
作
業
所
に
通
っ
て
」

　
特
別
講
演

　
　
弁
護
士
　
三
瀬
　
顕
先
生

　
演
題
　
心
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

　
　
～
身
近
な
生
活
笑
百
科
～

問
い
合
わ
せ
先

日
向
保
健
所
内

宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
大
会
事
務
局

　
　
電
話
（
5
2
）
5
1
0
1

「
高
齢
者
の
居
住
の
安

全
確
保
に
関
す
る
法
律
」

　
　
　
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
の
住
ま
い
の
不
安

を
な
く
し
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
階
段
や
お

風
呂
な
ど
家
の
中
で
け
が
を
す

る
の
で
は
な
い
か
、
賃
貸
住
宅

へ
の
入
居
を
断
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
っ
た
住
ま
い
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
生

じ
て
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
不
安
を
な
く
し
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
居
住
空
間
を
つ
く
る
た
め
、
「
高

齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関

す
る
法
律
」
が
今
年
四
月
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
よ
う
な
三
つ
の
柱
で
、

高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高

　
齢
者
向
け
の
民
間
賃
貸
住
宅

　
の
供
給
を
促
進

○
高
齢
者
の
持
ち
家
の
バ
リ
ア

　
フ
リ
ー
化
を
推
進

○
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居
で

　
き
る
賃
貸
住
宅
市
場
を
整
備

詳
し
く
は
宮
崎
県
土
木
部

　
建
築
住
宅
課
　
住
宅
企
画
係

電
話
0
9
8
5
（
2
6
）
7
1
9
4

　
　
ま
た
は
、
役
場
建
設
課
へ

行
政
書
士
制
度

　
　
強
調
月
間
中

　
無
料
相
談
を
ご
利
用
下
さ
い

●
《
－

帆、
㌔
◎
う
ど班　0

期
間
　
1
0
月
1
日
～
1
0
月
3
1
日

場
所
　
県
内
各
行
政
書
士
事
務
所

行
政
書
士
が
取
り
扱
う
業
務

0
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

　
作
成
等

①
農
地
の
売
買
、
転
用
、
農
振

地
区
除
外
、
開
発
行
為
、
道
路

工
事
、
産
業
廃
棄
物
業
の
許
可
等
、

土
地
を
利
用
す
る
場
合
に
必
要

な
許
認
可
の
申
請

②
建
設
業
、
飲
食
店
営
業
、
風

俗
営
業
の
許
可
等
、
各
種
営
業

に
関
す
る
申
請

③
自
動
車
の
車
庫
証
明
、
登
録
、

運
送
業
の
許
可
等
の
申
請

そ
の
他
官
公
署
に
提
出
す
る
書

類
の
作
成
、
提
出
手
続
代
行
及

び
上
記
内
容
に
つ
い
て
の
相
談

○
権
利
義
務
、
事
実
証
明
に
関

　
す
る
書
類
の
作
成
等

①
交
通
事
故
相
談
、
損
害
賠
償

額
又
は
保
険
金
の
請
求
手
続
き
、

遺
言
、
相
続
等
の
関
係
書
類
の

作
成
及
び
取
り
揃
え

②
内
容
証
明
付
き
郵
便
文
書
の

作
成
、
契
約
書
、
念
書
、
告
訴

告
発
状

そ
の
他
　
広
範
多
岐
に
わ
た
る

権
利
義
務
に
関
す
る
書
類
、
事

実
を
証
明
す
る
場
合
の
書
類
の

作
成
の
相
談
、
作
成
、
及
び
官

公
署
へ
の
提
出
手
続
代
行

く
注
V
行
政
書
士
で
な
い
者
（
無

資
格
者
）
が
上
記
業
務
を
行
う
と
、

行
政
書
士
法
に
よ
り
、
1
年
以

下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
知
ら
ず
に
依
頼
し
て
、
被
害
を

被
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予

防
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
事
例
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
宮
崎
県
行
政
書

士
会
　
電
話
0
9
8
5
（
2
4
）
4
3

5
6
に
ご
連
上
下
さ
い
。

第
3
回
東
郷
町

「
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
」

　
～
女
性
が
輝
き
、
家
族
の
笑
顔
～

日
時
　
平
成
1
3
年
1
0
月
7
旦
日
）
開
催

会
場
　
町
中
央
公
民
館
　
文
化
セ
ン
タ
ー

主
な
内
容

　
医
療
・
健
康
相
談
、
体
力
・
健
康

測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
競
争
、

健
康
家
族
の
表
彰
　
ほ
か

講
演
　
宮
川
花
子

演
題
「
私
の
し
あ
わ
せ
、
私
の
家
族
」

※
詳
し
く
は
、
9
月
末
に
配
布
し

た
チ
ラ
シ
を
ご
動
く
だ
さ
い
。

第
3
4
回
町
民
体
育
大
会

10

獅
Q
1
日
（
日
）

午
前
8
時
3
0
分
開
会

東
郷
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

〈
注
〉
雨
天
の
場
合
は
中
止

　
　
今
月
の
納
税
北

町
県
民
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
　
五
期

介
護
保
険
料
（
普
徴
）
五
期

　
　
　
　
◎
1
0
月
3
1
日
納
期
限

荷鴛＼

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福

祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
9
月
1
0
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
小
野
田
の
池
北
宏
さ
ん
か
ら

（
實
さ
ん
　
7
6
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
都
甲
ア
サ
エ
さ
ん
か
ら

（
鶴
男
さ
ん
　
9
4
歳
逝
去
）

日
時

場
所

般
　
寄
　
付

第
1
9
回
産
業
文
化
祭

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

1
等
・
前
後
賞
合
せ
て
2
億
円

9
月
2
7
日
発
売

　
　
売
り
切
れ
次
第
販
売
終
了
1
・

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
い
街
づ
く
り
や
環

境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

会
場
道
の
駅
「
と
う
こ
う
」
内

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
広
場

　
1
1
月
3
日
（
土
）
1
3
時
～

　
　
　
4
日
（
日
）
9
時
3
0
分
～

　
花
火
大
会
ほ
か
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
）

各
種
文
化
団
体
活
動
発
表
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
展
示
、
農
林
産
品
展
、

バ
ザ
ー
、
ふ
る
さ
と
市
場
、
お
楽
し

み
抽
選
会
、
も
ち
ま
き
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
も
の
が
あ
り
ま
す

　
東
郷
病
院
の
谷
川
先
生
よ
り
高

齢
者
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
般
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
願
3

●

　
　
（
8
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
保
護
者
住
所

金
丸
鷹
也
岳
洋
福
光

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
氏
　
　
　
名
　
　
年
齢
目
高

池
　
　
　
　
實
　
7
6
歳
小
野
田

　
須
キ
ヨ
子
7
7
歳
鶴
野
内

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係（⑲3900まで〉



　
⑫
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《
ノ
ご亀
う
ど塑班

：
熟

ミ
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θ物魯
膠即『

｝
　
　
　
　
＝

　
望

東郷町幼稚園σ

「およげるようになったよ」

福瀬　中野原二の

直野　良くん臓）

父：達也さん
母：美穂子さん

○好きな食べ物は何
　ですか？

　たまごやき
O好きな遊びは何で
　すか？

　すべりだい

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　おまわりさん

弩
℃

小野田　又江野中の

糸平諒細くんq歳，

父：日出美さん
母：美智子さん
○好きな食べ物は何
　ですか？

　コンブ、おこめ
○好きな遊びは何で
　すか？
　ブランコのり

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　ロボット

ド
こ
ぐ

・
⑳
｛

ノ

　　

@　

@
／

冨
、

　　

@　

_
「うみにいっておよいだよ」

虞眞陵頁質眞眞虞賞

翻◎誘籐
眞眞質眞頁頁野望質

季節秋銀杏実る
直野政一郎さん（集客

コ野原）の山に、植樹さ

τた70本のイチョウの木

ミ今秋初めて実をつけま

　
　
　
　
　
　
　

直
野
た
今
た
こ
を
れ
4
実
野
も

　
中
れ
が
し
　このイチョウは町の補
助を受け約7年前に植え

られたとのことで、その

内4本に約40僧50の銀杏

の実がなっていました。

直野さんご夫妻は、来年
はもうちょっと実るかも？

…… ﾂと期待に胸を膨ら
ませていました。

表
舐
牧
水
の
う
た
の
解
え

都
　
甲

ふ
る
さ
と
に
帰
り
来
り
て
ま
つ
聞
く
は

　
　
　
　
　
か
の
城
山
の
時
告
ぐ
る
鐘

（
黒
松
）

　
大
正
十
三
年
三
月
、
牧
水
は
九
州
の
旅
に
出
か
け
た
。
創

作
社
友
中
村
三
郎
の
三
回
忌
が
郷
里
の
長
崎
で
三
月
十
六
日

に
営
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
追
悼
会
に
出
る
た

め
と
薬
箋
蔵
の
十
三
回
忌
を
営
む
た
め
の
旅
で
あ
る

　
三
月
八
日
、
長
男
旅
人
を
伴
っ
て
沼
津
を
発
つ
。
途
中
、

創
作
社
友
や
創
作
支
社
を
訪
れ
な
が
ら
長
崎
に
着
く
。
追
悼

会
と
歌
会
に
出
た
後
、
十
八
日
に
長
崎
を
発
っ
て
二
十
六
日

に
坪
谷
に
帰
っ
た
。
大
正
二
年
五
月
、
母
の
承
諾
を
得
て
上

京
し
て
以
来
十
一
年
ぶ
り
の
帰
郷
で
あ
る
。

　
村
人
た
ち
は
、
牧
水
を
歓
迎
、
訪
れ
る
客
が
多
く
連
日
連

夜
の
酒
宴
で
、
四
月
三
日
に
は
「
若
山
牧
水
先
生
歓
迎
会
」

が
開
か
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
四
月
十
二
日
は
、
父
立
面
の
十
三
回
忌
法
要
が
営
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
牧
水
は
母
マ
キ
、
姉
の
子
供
今
西
恵
を
沼
津
に
連

れ
て
行
く
。
途
中
、
延
岡
に
行
き
城
山
に
登
っ
た
。

　
鐘
楼
の
傍
ら
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
谷
白
路
、
今
西
吉
郎
、

矢
野
団
治
、
越
智
漢
水
ら
と
野
宴
に
な
っ
た
。

　
こ
の
歌
は
、
こ
の
延
岡
に
い
る
時
に
城
山
の
鐘
の
音
を
聞

き
、
懐
か
し
く
感
じ
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
歌
の
碑
は
、
延
岡
駅
前
広
場
に
在
り
ま
す
が
、
延
岡
向

洋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
昭
和
五
十
四
年
九
月
、
宮
崎
団
体

記
念
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

（
県
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

妻

田’v・

崎延
団岡

あ
音
を

酋酒昌運で
吉　津れ　三連
郎　にた　会日

葛三障もるだ百衿竺
四十。途　出十た
て六町中　る六。

欣卿卜

　説
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